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＜講義目的＞ この教科を学び、どのような力・知識が身に付くのか。

<講義概要>

講義 100 ％ 演習 ％ 実習 ％

＜到達目標レベル（何を、どのレベルに）＞

＜レッスンプラン（時限ごとの項目スケジュール概要）＞

回

14 先史時代（カカドゥ国立公園、サンギラン遺跡等）、古代文明（メンフィスのピラミッド群、テーベ等） くわしく学ぶ世界遺産３００

15 前期期末試験 くわしく学ぶ世界遺産３００

16 東南アジアと南アジア（カトマンズ、ラホール城等）近現代建築（ガウディ作品群等）、大航海時代（リスボン等） くわしく学ぶ世界遺産３００

17 商業・交易・貿易（ベルゲン、ブリュッセル、ベネチア等）混ざり合う文化（グラナダ、ストラスブール等） くわしく学ぶ世界遺産３００

13 世界の宗教②（エルサレム等）、古代ギリシャとヘレニズム（アテネ等）、ローマ帝国（カルタゴの遺跡等） くわしく学ぶ世界遺産３００

11 キリスト教（サンティアゴ・デ・コンポステーラと巡礼路、モンサンミッシェル等）、イスラム教（カイロ等） くわしく学ぶ世界遺産３００

12 仏教（サーンチー、ルンビニ、ラサ等）、世界の宗教（アンコール遺跡群、イエスの洗礼地等）

10 歴史地区と旧市街（シエナ、プラハ等）、都市計画（パリ、、アスマラ、アムステルダム等） くわしく学ぶ世界遺産３００

くわしく学ぶ世界遺産３００

9 シリアルノミネーション（シルクロード、インド山岳鉄道等）、文化の多様性（バリ島の文化的景観等） くわしく学ぶ世界遺産３００

6 日本の世界遺産⑤（宗像・沖ノ島、潜伏キリシタン、明治の産業遺跡、琉球王国、知床等） くわしく学ぶ世界遺産３００

7 最初の世界遺産（イエローストーン、ガラパゴス諸島、クラクフの歴史地区、ラリベラの岩窟聖堂） くわしく学ぶ世界遺産３００

8 最初の世界遺産②（ゴレ島、ヴィエリチカ岩塩坑等）、文化的景観（キューバのコーヒー農園等） くわしく学ぶ世界遺産３００

4 日本の世界遺産②（白川郷・五箇山、京都の文化財、奈良の文化財、法隆寺、紀伊山地の霊場等） くわしく学ぶ世界遺産３００

5 日本の世界遺産③（百舌鳥、古市古墳群、姫路城、石見銀山、原爆ドーム、厳島神社等） くわしく学ぶ世界遺産３００

<授業の進め方>

　　講義　　　　　グループワーク　　　　　実技・演習　　　　　フィールドワーク　　　　　実習
　　その他（毎回の実施する前回授業の復習テスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＜授業計画全体における講義・演習・実習の割合＞

世界遺産検定の２級もしくは準１級を合格するレベルに。

授業計画 テキスト・使用資料その他 学生PC利用

1
授業の進め方。単位の取得に関する評価方法。毎回の復習テスト。世界遺産の基礎知識①(登録数、世界遺産条約
等）

くわしく学ぶ世界遺産３００

2 世界遺産の基礎知識②（登録基準、登録の流れ、概念の変化、危機遺産等） くわしく学ぶ世界遺産３００

3 日本の世界遺産①（北海道・北東北の縄文遺跡群、平泉、日光の社寺、富岡製糸場、富士山等） くわしく学ぶ世界遺産３００

2025年度　シラバス＆レッスンプラン

世界遺産検定対策講座 柴崎　浩
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授業の方法 講義

国際観光ビジネス科 2年
○ 講義時限数 23
○ 単位数 3

18 近代国家（ヴェルサイユ宮殿、シェーンブルン宮殿等）、産業資産（イヴレーア、フォース鉄道橋等） くわしく学ぶ世界遺産３００

19 未来への教訓（アウシュヴィッツ、クンタ・キンテ島等）、地球の歴史（ドロミテ山塊等）、カルスト地形、氷河地形 くわしく学ぶ世界遺産３００

20 湖・湿地帯（パンタナル等）、森林・熱帯雨林（スリランカ等）、草原（ンゴロンゴロ等）、火山（ハワイ等） くわしく学ぶ世界遺産３００

当授業を通じて、世界遺産検定の２級以上の合格を目指す。

世界遺産アカデミーのテキスト（２級対策用）を使用して、世界遺産の基礎知識、日本の世界遺産、世界の世界遺産３００を丁寧に解説。授業では写真を
映写するとともに、該当世界遺産のDVDの鑑賞も実施し、講義を含めて多面的に世界遺産の知識を得られるように構成している。



＜授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）＞

＜成績評価方法・基準＞

その他（　　　％）

↳ （ ）

＜教員紹介＞

毎回の授業の範囲を必ず復習するために、次の授業の最初に２０問前後の復習テストを実施する。その成績は期末試験の加算点の原資とする。

試験と 試験期間中 評価
方法

筆記試験（　７０％） 小テスト（　　　３０％）

JTBの海外専門支店において長年、営業、企画、添乗業務に携わる。海外渡航経験も多く、その際の経験を踏まえて写真や動画も使用し、多面的に解説
を加え、世界遺産検定２級以上の合格の為の実力を身に着くような授業を実施する。

レポート（　　　 ％）

評価方法 講義時限内 実技試験（　　　％） 受講態度（　　　　％） 作品（　　　％）

23 後期期末試験 くわしく学ぶ世界遺産３００

22 直前検定対策（模擬試験、過去問対策等） くわしく学ぶ世界遺産３００

21 化石出土地帯（ドーセット海岸等）、固有の生態系（ウランゲリ島等）、海洋生態系（シャーク湾等）、絶滅危惧種 くわしく学ぶ世界遺産３００


